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社会科教育 

 

主体的に社会の形成に参画する態度を育成する社会科学習指導の工夫 
― 現代社会の見方・考え方を働かせる学習活動の充実を通して ― 
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Ⅰ 主題設定の理由 

特定の課題に関する調査（社会）（平成19年，以

下「調査」とする。）では，社会科の学習内容と密

接にかかわる実社会・実生活における問題を見いだ

し，その解決策を考え，提案・説得するといったタ

イプの学習に力を入れ，実社会・実生活に参加・参

画する力の基礎を高めていくことが求められると指

摘している。幼稚園，小学校，中学校，高等学校及

び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な

方策等について（答申）（平成28年，以下「中教審

答申」とする。）では，社会科の課題として，主体

的に社会の形成に参画しようとする態度の育成が不

十分であると示されている。「調査」において，こ

れまで主体的に社会の形成に参画する態度の育成が

求められてきたにもかかわらず，「中教審答申」に

おいても同様の指摘がされていることについて，社

会科の教師として大きな責任を感じるとともに，主

体的に社会の形成に参画する態度を育成する学習指

導は研究する意義があると考える。 

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会編

（平成30年，以下「29年解説」とする。）では，社

会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解

決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グロー

バル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資

質・能力の基礎を育成することを目標としている。

また，社会的な見方・考え方を働かせることで社会

的事象等の意味や意義，特色や相互の関連等を考察

したり，社会に見られる課題を把握して，その解決

に向けて構想したりする学習を一層充実させること

を求めている。 

これまでの自己の実践や所属校のアンケート結果

から，主体的に社会の形成に参画する態度の育成に

課題が見られるのは，問題解決的な学習において，

追究する課題が，実生活につながるものになってい

なかったこと，考察・構想する場面で生徒が様々な

立場から課題を深く考察していなかったことが主な

原因であると考える。 

唐木清志（2018）は，社会参画を目指す社会科授

業で社会的な見方・考え方を働かせて課題を考察，

構想（選択・判断）する重要性について，現実の社

会で起こる複雑で解決困難な課題を多面的・多角的

に捉えさせ考察，構想させることで，課題やその解

決策が生徒にとって現実的で自分事になると述べて

いる（1）。 

そこで，本研究では，問題解決的な学習において，

実生活につながる社会との関わりを意識した課題を

設定する。課題追究の際には，考察，構想する場面

の充実を図るために，クロスセッションを用いる。

クロスセッションを用いた学習では，市民や行政な
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ど立場ごとに班を作らせ，課題を考察させる。次に

班を組み替えることで，異なる解決策を主張する生

徒が協働して多面的・多角的に課題を構想し，より

よい解決策を選択・判断できるように学習活動を設

定する。このように，生徒が課題に関わる概念や理

論などと関連付けて現代社会の見方・考え方を働か

せ，課題の解決に向けて考察，構想する学習活動を

充実させることにより，主体的に社会の形成に参画

する態度を育成できると考え，本研究題目を設定し

た。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 主体的に社会の形成に参画する態度について 

(1) 主体的に社会の形成に参画する態度とは 

 「中教審答申」では，主権者として持続可能な社

会づくりに向かう社会参画意識の涵養や，よりよい

社会の形成を視野に課題の追究・解決に主体的に取

り組む態度の育成がこれまで以上に必要になると示

されている。また，社会科において育成を目指す資

質・能力について「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の三つの

柱で示し，このうち「学びに向かう力・人間性等」

については，「主体的に学習に取り組む態度と，多

面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される

自覚や愛情」1)と示されていることから，「態度」

は，課題の解決に向けて多面的・多角的に考察する

こと，考察した結果，深い理解に至ることを通して

育っていくと考えられる。 

教育課程部会社会・地理歴史・公民ワーキンググ

ループにおける審議の取りまとめ（平成28年，以下

「ＷＧ審議の取りまとめ」とする。）では，「『主

体的に学習に取り組む態度』のうち，学んだことを

社会生活に生かそうとする態度や，社会に見られる

課題についてよりよい社会を目指して解決しようと

する態度等は，よりよい社会の形成に主体的に参画

しようとする態度」2)として整理されている。また，

「29年解説」では，よりよい社会の実現を視野に課

題を主体的に解決しようとする態度について，学習

上の課題を意欲的に解決しようとする態度や，より

よい社会の実現に向けて，多面的・多角的に考察，

構想（選択・判断）したことを社会生活に生かそう

とする態度などを意味していると説明されている。

唐木（2008）は，主体的に社会の形成に参画すると

いうことは，多様な生き方をしてきた人々がつなが

り合い，共に新しい社会を創造するために知恵を

絞って汗を流すことと述べている。 

以上のことから，主体的に社会の形成に参画する

態度とは，社会に見られる課題を発見し，その解決

に向け意欲的に追究すること，多様な生き方をして

きた人々の意見や考えを踏まえた上で，多面的・多

角的に考察，構想し，構想したことを基にこれまで

の自己の生活を振り返ったり，社会生活に生かそう

としたりすることだと考える。 

(2) 主体的に社会の形成に参画する態度の育成と       

は 

主体的に社会の形成に参画する態度の育成につ

いて，「29年解説」では，「課題の発見，解決のた

めの『思考力・判断力・表現力等』とも相まって，

身近な地域社会から地球規模に至るまでの課題の解

決の手掛かりを得ること」3)を重視している。「思

考力・判断力」について「ＷＧ審議の取りまとめ」

では，社会的な見方・考え方を用いて社会的事象等

の意味や意義，特色や相互の関連について，概念等

を活用して多面的・多角的に考察すること，社会的

な見方・考え方を用いて社会に見られる複雑な課題

を把握して，身に付けた判断基準を根拠に解決に向

けて構想することを重視している。 

以上のことから，主体的に社会の形成に参画する

態度の成長は思考力・判断力の成長と密接な関係が

あること，課題発見，解決の過程で育成されること

がわかる。 

北俊夫（2012）は，教育の成果は10年後，20年後

の将来に表れ，社会づくり，国づくりに参加・参画

する人間をいま育てているのだという意識と自覚と

責任をもって，いまの子供の教育に当たることが大

切であると述べている。主体的に社会の形成に参画

する態度の育成には長い期間が必要であり，単元レ

ベルの学習で態度が育成できたのかを見取るのは難

しいと考える。 

したがって，本研究では，課題解決的な学習にお

いて，社会に見られる課題について様々な立場での

意見や考えを踏まえた上で「多面的・多角的に考察

する力」「根拠を基に解決策を構想（選択・判断）

する力」の成長を通して，主体的に社会の形成に参

画する態度の成長を見取ることとする。 

(3) 主体的に社会の形成に参画する態度の育成と

思考力・判断力との関係について 

 小原友行（2009）は，社会科が求める思考力・判

断力とは知る・分かるだけでなく，その背景を熟考

し，自分なりの意見や考えをもち，社会への参加・

参画を考える力であると述べている。また，永田成
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文（2016）は，学習者の行動の変革を促すためには，

社会的課題の解決策のみをとらえるのではなく，解

決に向けて思考・判断を行う必要があると述べてい

る。原田智仁（2018）は，社会科の思考力・判断力

について，思考力とは社会的事象を多面的・多角的

に考察する力，判断力とは課題の解決に向けて構想

（選択・判断）する力であるとし，主体的な学習態

度とはよりよい社会の実現を視野に課題を主体的に

解決しようとする態度を意味しており，主体的に社

会の形成に参画する態度の育成が期待されていると

している。 

以上のことから，学習者の社会への参加・参画を

考える力を育成し，行動の変革を促すためには社会

的な課題の解決に向けて思考・判断する場面を設定

する必要があると考える。また，社会に参加・参画

する力の育成には思考力・判断力の育成が必要不可

欠なものであることから，社会的事象を多面的・多

角的に考察させ，課題の解決に向けて構想（選択・

判断）させる学習活動の充実が重要になると考える。 

 

２ 現代社会の見方・考え方について 

(1) 社会的な見方・考え方について 

「29年解説」では，社会的な見方・考え方は課題

を追究したり解決したりする活動において，社会的

事象等の意味や意義，特色や相互の関連を考察した

り，社会に見られる課題を把握して，その解決に向

けて構想したりする際の視点や方法(考え方)である

と説明されている。澤井陽介(2017)は，図１で示す

ように，各教科の見方・考え方は，深い学びを実現

するための思考力や判断力の育成や獲得する知識の

構造化に不可欠であること，主体的に学習に取り組

む態度や学習を通して涵養される自覚や愛情などに

も作用すると述べ，社会科の学習において重要であ

ることを述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 各教科の見方・考え方のイメージ 

 

このことから，社会科の学習において，社会的な

見方・考え方を働かせることで，社会や社会的事象

等に関する知識を獲得し，獲得した概念や理論を

使って多面的・多角的に考察したり，根拠を基に解

決策を構想(選択・判断)したりすることで，社会に

見られる課題を意欲的に解決し，よりよい社会の形

成に主体的に参画しようとする態度が育成されると

考える。 

(2) 現代社会の見方・考え方と思考力・判断力との

関係について 

「29年解説」では，社会的な見方・考え方は，社

会に見られる課題を把握して，その解決に向けて構

想したりする際の視点や方法(考え方)であると説明

されている。また，社会的な見方・考え方は社会科

としての本質的な学びを促し，深い学びを実現する

ための思考力・判断力の育成に不可欠であるとも説

明されている。原田は，思考力とは社会的事象を多

面的・多角的に考察する力，判断力とは課題の解決

に向けて構想（選択・判断）する力と述べているこ

とから，社会的事象を多面的・多角的に考察する力，

課題の解決に向けて構想（選択・判断）する力の育

成には社会的な見方・考え方が不可欠であり，視点

や方法（考え方）として働かせることが重要である

と考える。 

(3) 現代社会の見方・考え方と多面的・多角的な考

察について 

大杉昭英（2000）は，「経済政策においても『効

率』を重視して市場システムのもとでの自由競争を

優先する考え方と，『公正』を重視して富の分配の

公正さを優先する考え方があり，どちらか一方だけ

を全て取り入れ判断しているわけではなく，経済の

状況に応じながらそれぞれの考え方をどの程度取り

入れればよいかを考慮しながら判断がなされてい

る」4)と述べている。例えば，効率を重視して自由

競争を優先する考え方とは，主に経営者の立場から

事象を考察することであり，公正を重視して富の分

配の公正さを優先する考え方とは，主に労働者の立

場から事象を考察することにつながる。これは現代

社会の見方・考え方の効率と公正に着目し，経済政

策という社会的事象について考察することであり，

経営者と労働者という二つの立場に注目することで

多角的に事象を捉えて考察したり，構想（選択・判

断）したりすることが可能となることを示している。  

このことから，現代社会の見方・考え方を働かせ

るということは，事象を多角的に捉えて考察するこ

とであると考える。 

多角的な考察について，橋本康弘（2017）は，「『多

角的』とは，『社会的事象を見ている立場』」5)を
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示すとしている。例えば，地方都市に大型店舗が進

出するという社会的事象では，住民，商店街，行政

などの立場から捉えるということが考えられる。 

多面的・多角的に考察することについて，大杉

（2000）は，社会的事象は様々な側面をもっている

こと，社会的事象相互が複雑に関連し合っているこ

となどの特徴をもっており，それを捉えるために生

徒自身が様々な角度から見ていくことが必要となる

と述べ，生徒が多面的・多角的に考察することの必

要性について指摘している。   

多面的な考察について，「29年解説」では，「学

習対象としている社会的事象自体が様々な側面をも

つ『多面性』」6)を踏まえた考察であると説明され

ている。多面的な考察により，社会的事象が果たし

ている役割や事象相互の結び付きを捉える考察の重

要性が指摘されている。このことから，社会的事象

がもつ経済や政治，文化などの側面から考察させ，

考察したことを結び付けて捉えることが重要である

と考える。例えば地方都市に大型店舗が進出すると

いう社会的事象では，経済面だけで考察しがちであ

る。これまでの自己の実践を振り返ってみても，生

徒は地元の経済に与える影響に着目し，経済面で捉

えて考察することが多かった。しかし，政治面や文

化面からも考察することで，買い物弱者への配慮の

必要性や商店街がこれまで果たしてきた役割，商店

街の今後の在り方などについて，多面的に考察する

ことが可能となる。 

このように，現代社会の見方・考え方を働かせる

ことで，これまで一面的に捉えていた社会的事象を，

政治や文化などの側面から多面的に捉えることがで

きるようになると考える。また，様々な立場での考

え方や意見の違い，対立する意見や新たに追究する

課題に気付くことができるようになると考える。 

以上の点を踏まえて考察することで，社会に見ら

れる課題の解決に向けての論点が明確になり，どの

ような立場で，どのような面を優先すべきかを判断

したり，どの立場での，どのような面の考え方や意

見をどの程度取り入れるのかなどの考察から，既存

の解決策のデメリットに気付き，デメリットを解消

した新たな解決策を構想したりすることができるよ

うになると考える。 

図２で，地方都市に大型店舗が進出する事象を例

に現代社会の見方・考え方を働かせることで，社会

的事象を多面的・多角的に捉えて考察するイメージ

を示す。 
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図２ 現代社会の見方・考え方を働かせて社会的事象を多面 

的・多角的に捉えて考察するイメージ 

 

３ 現代社会の見方・考え方を働かせる学習活動の

充実に向けて 

(1) 課題解決的な学習について 

吉村功太郎（2016）は，社会問題の民主的な解決

を担いうる公民的資質を育成するための社会科授業

は，生徒自身が現在・将来にわたって影響を受ける

可能性のある社会問題を取り上げ，社会諸科学の学

問的な知識・技能を活用しながら，問題を分析し，

多様な意見を互いに出し合い，互いの存在を尊重し

ながら批判的に議論することによってより良い問題

解決を図るような学習活動として編成することが求

められると述べている。大杉（2017）は，社会科に

・交通網の整備に
ついて，行政は
どのように考え
て いるの だろ
う？ 

・商店街には様々な役割がある
ことが分かった。行政はどん
な町づくりを目指しているの
だろう？ 

・商店街が担ってきた地域のに
ぎわいの創出，伝統文化はど
のようにして継承していけば
いいのだろう？ 

商店街につ
いて追究 
 
役割は？ 
・地域住民を

つなぐ 
・地域のにぎ 
わいの創出 

・伝統文化の
継承 

これらの意見を踏まえた解決策を構想 
・公共交通機関の利便性の向上と持続可能な公共交通網の整備 
・商店街が担ってきた地域のつながりやにぎわいの創出の維持及び発展，伝統文
化の継承 

・商店街と大型店舗との共存を目指した持続可能なまちづくり 
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は社会的な見方・考え方を用いた考察や構想，説明，

議論等の学習活動が組み込まれた，課題を追究した

り解決したりする課題解決的な学習活動が不可欠だ

と述べ，社会的な見方・考え方を働かせた課題解決

的な学習の必要性を指摘している。 

以上のことから，主体的に社会の形成に参画する

態度を育成するためには，課題解決的な学習におい

て，生徒が影響を受けると考えられる現実の社会問

題を取り上げ，既習事項や新たに獲得した知識を活

用しながら問題を分析し，社会的な見方・考え方を

働かせて多面的・多角的に考察して意見を出し合い，

お互いの主張を踏まえた上で解決策を構想（選択・

判断）するような学習を設定することが有効である

と考える。 

(2) 社会参画型授業について 

唐木（2016）は，社会に参画する態度を育てる授

業に関して，子供が市民へと成長する機会を子供に

提供する社会科授業の必要性を述べ，問題解決的な

学習に基づいて図３のような社会参画型授業を提案

している(2)。なお，永田(2016)は，社会科では社会

参加学習による思考力・判断力の育成が求められて

いると述べ，小原の提唱する方法原理に基づき，社

会的論争問題の解決に向けて思考・判断させること

で社会への参加・参画を意識させることは，唐木の

提唱する社会参画型授業の学習過程と主旨は同じで

あると述べている。 

 

 

 

図３ 社会参画型授業の学習段階 

 

「Ⅰ問題把握」及び「Ⅱ問題分析」の段階では，

子供は学習問題を把握し，問題の解決に向けて学習

の見通しを立てる。この段階で社会的事象に関する

構造的な理解が行われ，関連する基礎的・基本的な

知識が習得される。 

「Ⅲ意思決定」の段階では，問題を追究し，その

解決を図る。唐木（2016）は，「社会に参画する態

度を育成する授業の目指すところは，望ましい社会

の成立を困難にしている課題を見付け出し，その解

決のための方策を考え，望ましい未来社会を構想で

きる子どもを育成することである」7)と述べ，社会

参画型授業では追究する課題は解決策が対立し，解

決する際，子供に葛藤状況をもたらす論争的な課題

が教材化されるとしている。このことから，本研究

でも考察，構想の場面で，意見が対立する論争的な

課題を取り上げることとする。 

「Ⅳ提案・参加」の段階では，解決策をまとめ，

社会に向けて発信する。小原(2009)は，思考力・判

断力を育成するための学習活動の一つとして，「Ⅳ 

提案・参加」の段階での「自分の考えを論述する」

学習活動を挙げている。この学習活動は，社会的事

象の中の問題や課題に対して，「どうしたらよいか，

どの解決策が望ましいか」と問い，自分なりの意見

や考えをもつ活動であると述べている。 

(3) 社会参画型授業の学習段階と現代社会の見

方・考え方を働かせる学習について 

社会参画型授業の「Ⅲ意思決定」の段階では，生

徒が現代社会の見方・考え方を働かせ，多面的・多

角的に課題を考察しそれぞれ解決策を構想する。し

かし，それぞれの立場や価値観の違いから解決策を

一つに絞り込むことは難しく，生徒は自分とは異な

る解決策に触れることで葛藤に直面する。そこで現

代社会の見方・考え方を働かせて構想(選択・判断)

した解決策を検証し，実現可能なものなのか，その

解決策を実行した場合に生じる課題にはどのような

ものがあるかなどを明らかにする。 

次の「Ⅳ提案・参加」の段階では，葛藤を乗り越

えて根拠を基に新たな解決策をまとめる。ここでま

とめる解決策は実現可能なものであり，選択・判断

したことで生じるデメリットをどのように解消しよ

うとしているかが重要である。「中教審答申」では

学びに向かう力・人間性等の育成について「社会や

世界との関わりの中で，学んだことの意義を実感で

きるような学習活動を充実させていくこと」8)が示

されており，「Ⅲ意思決定」の段階で考えた解決策

を，現代社会の見方・考え方を働かせてさらに問い

直すことで，子供は社会に見られる課題を自分事と

して捉えられるようになると考える。 

(4) クロスセッションについて 

社会的事象を多面的・多角的に考察したり，課題

の解決に向けて構想（選択・判断）したりするため

には，複数の視点や立場が必要となる。そこで，本

研究ではクロスセッションを用いる。クロスセッ

ションとは，４～５人のグループを作り，生徒一人

一人が学習（作業）課題を分担し，その後，グルー

プを組み替えることにより，異なる視点や方法，内

容で追究してきた成果に基づいて交流を行い，課題

を解決していく活動である。この活動の良さは，課

題の解決に向けて複数の視点や立場を取り入れるこ

とができることである。同じ立場や視点のグループ

内での話し合いに終始すると学びを深めることは難
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しいと考える。よって，本研究ではクロスセッショ

ンを用いることで多面的・多角的に考察させ，学び

を深めさせたい。 

以上のことを踏まえ，単元全体の構想を図４に示

す。 

 

図４ 単元全体の構想 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

課題解決的な学習において，「考察」「構想」の

場面で現代社会の見方・考え方を働かせる学習活動

を充実させれば，「多面的・多角的に考察する力」

「根拠を基に解決策を構想（選択・判断）する力」

が育ち，主体的に社会の形成に参画する態度が育成

されるだろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表１に示す。 

 

表１ 検証の視点と方法 

 検証の視点 方法 

１ 
クロスセッションは他者の視点を取り入れ，多面

的・多角的に考察するために有効であったか。 

ワークシートの 

記述内容 

２ 解決策を構想（選択・判断）することができたか。 
ワークシート 

アンケート 

３ 

社会に見られる課題について，現代社会の見方・考

え方を働かせて多面的・多角的に考察することができ

たか。 

プレテスト 

ポストテスト 

 

(1) クロスセッションの有効性について 

 多様な価値観や利害関係が複雑に絡み合った現代

の社会では，様々な立場や価値観の違いから対立が

生まれることが多い。社会の問題を把握し，よりよ

い解決策を構想（選択・判断）するためには，自己

の視点からだけではなく，他者の視点から社会の問

題を把握し，他者との関わりを通してお互いが妥協

点を見いだし合意することが重要である。他者の視

点に気付いたり，他者の視点から多面的・多角的に

考察したりしているかを通してクロスセッションの

有効性について検証した。 

(2) 解決策を構想（選択・判断）することができた

かについて 

 前期では，75歳以上の高齢者は自動車の運転を禁

止するか，禁止しないかという学習課題について，

様々な立場からの考えや意見を踏まえ，解決策を構

想（選択・判断）することができたかについて検証

した。 

 後期では，みよし鵜飼伝承館の建設に賛成するか，

反対するかという学習課題について，多面的・多角

的に考察し，解決策を構想（選択・判断）すること

ができたかについて検証した。 

(3) プレテスト及びポストテストについて 

研究授業に伴い，先に示した現代社会の見方・考

え方に関するプレテスト，ポストテストを実施した。 

前期プレテスト，ポストテストでは現代社会の見

方・考え方（効率と公正）を働かせて多角的・多面

的に考察することで，ビジターパフォーマンス席を

開放するか否かを判断するという課題を設定した。 

後期プレテスト，ポストテストでは現代社会の見

方・考え方（効率・公正及び持続可能性）を働かせ

て多角的・多面的に考察することで，条例を制定す

るか否かを判断するという課題を設定した。 

次のページの図５で前期プレテスト・ポストテス

トを，図６で後期プレテスト・ポストテストを示す。 

 

社会科，地理歴史科，公民科の

課題解決的な学習過程のイメー

ジの学習内容 

構想する授業の学習過程 
社会参画型授業の学習

段階とその内容 

 

【動機付け・方向付け】 

○学習課題を設定する。 

○社会的事象等を知る。 

○学習計画を立てる。 

 【Ⅰ 問題把握】 

○論争的問題を教材化

し，学習問題を把握す

る。 

○教材との出会いを通

して，学ぶ意欲を引き

出す。 

○学習の見通しを立て

させる。 

 【情報収集】 

○様々な資料を収集し，

情報を選択・活用して

調べる。 

○収集した情報につい

て，情報を交換する。 

○社会的事象に関わる

知識を習得する。 

 
【Ⅱ 問題分析】 

○情報収集を行う。 

○社会的事象に関して

理解する。 

○関連する基礎的・基本

的な知識の習得をす

る。 

【考察】 

○多面的・多角的に考察

する。 

 

 

 

 

 

 

 

【構想】 

○複数の立場や意見を

踏まえて解決に向け

て構想（選択・判断）

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅲ 意思決定】 

○多面的・多角的に考察

する機会を設定する。 

 

 

【Ⅳ 提案・参加】 

○問い直すことで，社会

に見られる課題を自

分事として捉えるよ

うになる。 

 

 

 【まとめ】 

○考察したことや構想

したことをまとめる。 

○結論について，他の生

徒と話し合う。 

 

 

 

【Ⅳ 提案・参加】 

○地域社会に向けて発

信する提案も社会参

加に位置付ける。 

○社会の課題を発見し，

解決策を考え，未来社

会を構想できる子ど

もの育成を目指す。 

○単元を振り返る。 

【振り返り】 

○単元全体を振り返る。 

○新たな問い（課題）を

見出したり追究した

りする。 

 

課題の提示・把握 

課題解決の見通しをも
つ 課

題
把
握 

 

情報収集 
関連知識の習得 

課 
 
 
 

 

題 
 
 
 
 

追 
 
 

 
 

究 

 

現代社会の見方・考え方

を働かせた考察 

新たな側面・立場から考

察 

多面的・多角的な考察の
ためのクロスセッション 

構想した解決策 

現代社会の見方・考え方

を働かせた問い直し 

デメリットの解消を目指
した解決策を構想 

課
題
解
決 

 
単元を振り返る 

解決策の交流や地域や

社会とどのように関わ
るのかを考察 

新
た
な
課
題 
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プロ野球において，ここ数年，全国区の超人気球団となったＭ球団の試合観戦チケッ

トが入手困難となり，試合を観戦したい一部のファンからは苦情が出るようになりま

した。また，ネット上ではＭ球団の試合観戦チケットが高値で売買されるなど社会問

題化してきました。そこでＭ球団は同じソ・リーグに所属する５球団のうち，伝統的

に人気がありビジターパフォーマンス席が満席となる可能性が高いＡ球団とＢ球団以

外のＣ球団とＤ球団，Ｅ球団の３チームとの試合に限って三和スタジアムのビジター

パフォーマンス席の一部（４００席）をＭ球団のファンに開放することとしました。 

※ビジターパフォーマンス席 

Ｍ球団が「ビジターチーム（Ｍ球団と対戦するチーム）が気兼ねなく応援できるよ

うに」と用意した席で三塁側エリアの170０席ほどがこのビジターパフォーマンス席

にあたります。基本的にはビジターチームのファンが試合を楽しむための席として用

意されたものです。 

（１）あなたはビジターパフォーマンス席を開放すべきだと思いますか。 

   開放する   開放しない 

   理由                                                     

（２）ビジターパフォーマンス席を開放するかどうかについて，あなたが確認したい 

情報とその理由があれば書いてください。 

確認したい情報とその理由                         

図５ 前期プレテスト，ポストテスト 

 
Ｍ町のとある島は，東洋のガラパゴス島と呼ばれ，島の北部には他の地域では見ら

れない独特な自然が広がり，さらに島固有の動物も生息しています。また，島のほぼ

中央には三和岳（1,963ｍ）を主峰とする標高 1,800ｍを超える峰々がそびえるこ

とから，豊かな自然を愛する人や，登山を目的とした人が訪れる秘境として人気があ

ります。この島の産業は温暖な気候を生かしたポンカンや米，お茶などの生産が中心

です。10年ほど前に，この島が世界遺産に登録されたことから，知名度が増し，連日

多くの観光客が押し寄せるようになり，多い時には年間９万人，１日に1,000人以上

が集中するようになりました。観光客の増加により，観光関連産業が飛躍的に発展す

るなど地域経済に大きな影響を与えました。サービス業の生産額をみると2008年に

219億円でしたが，2018年には244億円まで拡大し，町民の約70％がサービス業

に従事するようになりました。しかし，観光客が急激に増加したため，登山道の劣化

やゴミの不法投棄，山菜などの採取や野生動物に許可なく餌を与えるなどの問題が起

こるようになりました。 

これらの問題を受けて，Ｍ町の町長は，島の北部の独特な自然，島固有の小動物や

生態系を保護するため，事前に町長の承認を受けた人だけ立ち入りを認める（１日

400人限定で手数料500円が必要）条例案を町議会に提出する予定です。 

（１）あなたはこの条例案に賛成ですか，反対ですか。 

  賛成する   反対する 

  理由                                                    

（２）説明文に関して，あなたが確認したい情報とその理由があれば書いてください。 

確認したい情報とその理由                     

図６ 後期プレテスト，ポストテスト 

 

(4) 現代社会の見方・考え方の分析について 

 前期では75歳以上の高齢者は自動車の運転を禁止

するか，禁止しないかという学習課題について，ま

た，後期ではみよし鵜飼伝承館の建設に賛成するか，

反対するかという学習課題について，現代社会の見

方・考え方を働かせることによって，生徒の思考に

どのような変容があったかについて検証した。 

(5) アンケートについて 

 研究授業開始前と終了後にアンケートを行った。

４段階の評定尺度法を用いて，生徒が社会科の学習

を通して主体的に社会の形成に参画しようとしてい

るかという点とクロスセッションの有効性，生徒の

意識の変化について把握した。 

 

Ⅳ 前期研究授業について 

 

１ 前期研究授業の内容 

○ 期 間 平成30年７月６日～平成30年７月13日 

○ 対 象 所属校第３学年（１学級18名） 

○ 単元名 現代社会の見方や考え方 

○ 目 標  

対立と合意，効率と公正などの現代社会を捉えさ

せる見方・考え方を働かせ，身近な地域の課題に対

する解決策を構想し，「多面的・多角的に考察する

力」「根拠を基に解決策を構想（選択・判断）する

力」を身に付けさせることで，主体的に社会の形成

に参画する態度の育成を図る。 

 

２ 前期研究授業の指導計画（全６時間） 

時 学 習 内 容 

１ 

課題把握【動機付け・方向付け】 
75歳以上の高齢者は自動車の運転を禁止するか，禁止しないかという学習課

題を設定し，どのような立場で，どのような資料を収集するかなどの課題解決
の見通しをもつ。 

２ 
課題追究【情報収集】【クロスセッション】 
様々な立場からの資料を収集し，同じ立場で情報を収集した生徒と情報を交

換する。 

３ 
課題追究【情報収集】 
様々な立場で収集した情報について，異なる立場から情報を収集した生徒と

情報を交換し，解決策を構想する。 

４ 
課題追究【情報収集】 
部活動で利用するグラウンドの分割問題から，対立と合意，効率や公正など

の現代社会の見方・考え方の働かせ方について理解する。 

５ 
課題追究【考察・構想】 
現代社会の見方・考え方を働かせて，各グループの解決策を検証し，自分な

りの解決策を構想する。 

６ 
課題解決【まとめ】・新たな課題【振り返り】 
単元全体を振り返り，学習したことなどをまとめる。 

 

Ⅴ 前期研究授業の分析と考察 

 

1 クロスセッションの分析 

他者の視点を取り入れるためにクロスセッション

を行った。班員に「高齢者」「高齢者の家族」「被

害者とその家族」「警察・市（行政）」の立場を分

担させ，それぞれ情報収集を行った。情報収集した

あと情報交換を行い，高齢者の運転を禁止するか，

禁止しないか判断した。判断が変わった生徒ａ・ｂ

の記述の変容を表２に示す。 

 

表２ クロスセッション前後の生徒の判断とその理由 

 生徒ａ 生徒ｂ 

ク
ロ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
前 

禁止する。 
自動車の運転をして，自分１人で

事故をするのではなく，他人を巻き
込んだり，迷惑をかけたりしてしま
うから。 

禁止しない。 
事故が起こることは大変なことだ

けど，自分の親が働いていて送り迎え
をしてくれるのは祖父母だから車の
運転は禁止しなくていいと思う。 
 

ク
ロ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
後 

禁止しない。 
高齢者の家族はもちろん心配をし

ているし，被害者の人たちも，高齢
者に運転してほしくないと願ってい
るのもわかる。しかし，高齢者全員
を運転禁止にすると，高齢者の生活
が不便になる。警察などが免許更新
のときに認知症の検査などを実施し
ているので検査の結果，「危ない」
と判断された人だけにする。 

 

禁止する。 
運転に自信がある人や，ブレーキや

アクセルの踏み間違えをしないだろ
うと思っている人がいるけどそれが
事故につながっていると思うし，高齢
者が事故を起こす確率も高くなり，た
くさんの人に迷惑がかかるから。自分
のせいで祖父母に悲しい思いをして
ほしくない。それに警察や市が様々な
取組を行っているので禁止してもよ
い。 

 

生徒ａは，クロスセッション前は「被害者とその
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家族」の視点で判断をしている。しかし，クロスセッ

ション後には「高齢者」「高齢者の家族」「被害者

とその家族」「警察」の複数の視点から判断してい

る。生徒ｂは，クロスセッション前は「高齢者」の

視点と自己の日頃の生活から利便性に重点をおいて

判断している。しかし，クロスセッション後は高齢

者の事故が増加している要因と事故がもたらす影響

などから考察し，そこに警察や行政の取組を付け加

えて判断をしている。生徒ａ・ｂともに様々な立場

での意見や考え方を知り，多面的・多角的に考察す

るように変容している。 

また，クロスセッション前後で判断が変化しな

かった生徒13名（76.5％）の記述を分析すると，10

名（77％）の生徒が「高齢者の不安な気もちは分か

るが，市の支援事業もあるし警察の方もいろいろ考

えている。」「高齢者や被害者の家族は運転をやめ

てほしいと願っているし，市の事業も満足度が高

い。」などの複数の視点を踏まえて考察するように

なっている。 

以上のことから，多面的・多角的に考察するため

にクロスセッションは有効であったと考える。一方

で，３名（23％）の生徒の記述は，「事故が起こる

確率が高いから。」など単純に理由を示すにとどま

り，複数の立場を踏まえた考察となっていない。 

 

２ 解決策を構想（選択・判断）することができた

か 

 多面的・多角的に考察した解決策を現代社会の見

方・考え方を働かせて検証し，その解決策を実行し

た場合に生じる課題を検討し，改善策を構想した。

解決策の課題を踏まえ，改善策を構想することがで

きた生徒ｃの記述の変容を表３に示す。 

 

表３ 生徒ｃの記述の変容 

 生徒ｃ 

解
決
策 

禁止する。 
自分の行きたい所には行けなくなるけど，事故を減らすためには禁止した方

がいいから。 

課
題 

・病院や買い物などに行くときにはどうやっていくのか。 
・高齢者の不満はどうするのか。 

改
善
策 

禁止する。 
週２回位，地域ごとに無料でバスを出し，免許を返納した高齢者の家をま

わってもらう。緊急の場合は近所の人に頼れるようにしておく。高齢者は不満
かもしれないけど，合意するためにはお互い我慢もしないといけない。 

  

生徒ｃは，解決策では，高齢者の交通事故を防ぐ

ために運転を禁止している。しかし，その解決策の

課題として他の班員から高齢者の移動が制限されて

いることが挙げられた。そこで改善策では，市の支

援として無料のバスを手配し，高齢者の移動の支援

を提案している。さらに生徒ｃは，「高齢者」や「被

害者とその家族」などのそれぞれの立場により，合

意することの難しさに気付き，お互いが配慮し合う

ことにも触れている。 

 

３ 効率と公正の学習前後の生徒の変容 

クロスセッション後に，効率と公正について学習

をしたあと，高齢者の運転について禁止するか，禁

止しないかを再度判断した。その結果を表４で示す。 

 

表４ 効率と公正の学習前後の生徒の判断の変化 

 

現代社会の見方・ 

考え方の学習後 
 

禁止 

する 

禁止 

しない 

計 

（名） 

現代社会の 

見方・考え方の 

学習前 

禁止する ２ １１ １３ 

禁止しない １ ３ ４ 

計（名） ３ １４ １７ 

 

 表４から，効率と公正の学習前では，高齢者の運

転を禁止すると判断した生徒は13名（76.5％）で，

禁止しないと判断した生徒は４名（23.5％）であっ

た。効率と公正の学習後に再度判断させると，高齢

者の運転を禁止すると判断した生徒は３名（17.6％）

で，禁止しないと判断した生徒は14名（82.4％）で

あり，大きく変化している。学習前に高齢者の自動

車の運転を禁止すると判断した生徒のうち，禁止し

ないに判断が変わった生徒ｄの思考の変容を表５に

示す。 

 

表５ 生徒ｄの思考の変容 

効率と公正の学習前 

禁止する。 

 高齢者の方に悪気がなくても，人の命を奪うことはいけないことだから。 

効率と公正の学習後 

禁止しない。 

免許取り消しの条件をきびしくすればいいから。若者の方が高齢者よりも交通事故

率が高いので，公正とは言えない。 

意見が変わった理由 

 75歳以上の人でも安全に運転できる人はいるし，年齢を問わず，若くても危険な運

転をする人は免許を取り消せばいいと思ったから。 

 

生徒ｄは，学習前は高齢者による事故の発生率と

被害に着目して，主に「被害者とその家族」の立場

から考察し判断していた。学習後は，公正の視点を

働かせて他の年代の事故率にも着目して交通事故を

捉えるようになった。そして，高齢者だから一律に

禁止するのではなく，危険な運転に対して個別に対

処する方がよいという意見に変わった。このことか
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②社会科で学
習したこと
が，他の教科
や生活の中
で役に立つ
と感じてい
る。 

①社会科で学習
し た こ と に
よって，新聞
やニュースに
関心をもつよ
うになった。 

ら，公正の視点を働かせることで，より多角的に考

察し判断していると考えられる。 

 

４ プレテストとポストテストの分析 

プレテストとポストテストにおいて，効率と公正

を働かせ，様々な立場から多面的・多角的に考察で

きたかについて，表６のような検証の判断基準を設

定した。また，プレテストとポストテストにおける

効率と公正の視点例を表７のように整理し，結果を

表８に示す。 

 

表６ 効率と公正を働かせて多面的・多角的に考察できたか 

を検証する判断基準 

段階 判断基準 

Ａ 効率と公正の両方の視点から考察し，根拠を挙げながら判断している。 

Ｂ 
効率または公正のどちらかの視点のみで考察し，根拠を挙げながら判断し

ている。 

Ｃ 効率と公正の視点から考察することができていない。 

 

表７ プレテストとポストテストにおける効率と公正の視 

  点 

 各視点で捉える内容例 

効
率 

◎効率的である（無駄を省く） 
・空席となるビジターパフォーマンス席をＭ球団のファンに開放することで，
空席を減らしＭ球団は効率よく収入を増やすことができる。 

・Ｍ球団のファンが観戦できるようになればチケットが高値で売買される問題
が解消（緩和）され，Ｍ球団が他の業務に専念することができる。 

公
正 

◎公正ではない 
・ビジターパフォーマンス席が満席となる可能性が高いＡ，Ｂ球団以外のＣ，
Ｄ，Ｅ球団の３チームに限ってビジターパフォーマンス席の一部を開放して
おり，ビジターチームが公正に扱われていない。 

・Ｍ球団のファンのみ優遇されており，公正とは言えない。 

 

表８ プレテスト及びポストテストの結果 

  
ポストテスト 

計（名） 
Ａ Ｂ Ｃ 

プ
レ
テ
ス
ト 

Ａ ２ ０ ０ ２ 

Ｂ ２ ６ ０ ８ 

Ｃ ０ ４ ３ ７ 

計（名） ４ １０ ３ １７ 

 

表８のようにプレテストでは，効率と公正の両方

の視点から考察し，根拠を示して判断した生徒は２

名（11.8％）だったが，ポストテストでは効率と公

正の両方の視点から考察した生徒は４名（23.5％）

になった。また，効率と公正のいずれの視点からも

考察できない生徒７名（41.2％）のうち，ポストテ

ストでは４名（23.5％）が，効率あるいは公正の視

点で考察することができた。次にプレテストでは視

点が一つだったが，ポストテストでは視点が二つに

増えた生徒ｅ・ｆの記述の変容を表９に示す。 

 

表９ 生徒ｅ・ｆの記述の変容 
 生徒ｅ 生徒ｆ 

プ
レ
テ
ス
ト 

開放する。 

ビジターパフォーマンス席が空い

ているのなら，観客席が空いているの

に試合を観戦することができないＭ

球団のファンの人達と席を分け合い

観戦するといい。 

 

 

開放しない。 

ビジターチームのファンが試合を

楽しむ席だから。ビジターパフォーマ

ンス席が満員ではない確率が低かっ

たとしても，そこにＭ球団のファンの

人達が入ると，ビジターチームのファ

ンが応援できないし，トラブルなどが

起こるかもしれないから。 

ポ
ス
ト
テ
ス
ト 

開放する。 

ビジターパフォーマンス席が空い

ていて，ビジターチームがＭ球団の

ファンの人達のことを気にすること

なく応援でき，ビジターチームのファ

ンの許可があれば空いているビジ

ターパフォーマンス席を使ってもい

いと思った。 

開放する。 

大事なのは限られた応援席をＭ球

団やビジターチームを含めたみんな

で使うべきだと思う。1700席のビジ

ターパフォーマンス席から空席と

なった400席を使うだけだからいいと

思うけど，ビジター席での応援は遠慮

した方がよい。 

効率の視点         公正の視点     

 

生徒ｅは，プレテスト及びポストテストでビジ

ターパフォーマンス席を開放するという結論は変わ

らない。しかし，プレテストでは効率の視点のみで

考察し判断をしているが，ポストテストでは効率と

公正の視点で考察して判断し，記述にビジターチー

ムへの配慮が加わっている。生徒ｆは，プレ，ポス

トテストでは結論が変わっている。プレテストでは

公正の視点のみで考察し判断しているが，ポストテ

ストでは効率と公正の視点で考察して判断し，席は

開放するが，ビジターチームへの配慮を強調してい

る。生徒ｅ・ｆともに，それぞれの立場や考え方の

違いを理解した上で，現代社会の見方・考え方を働

かせて多面的・多角的に考察した結果だと考える。 

一方で，ポストテストでも効率または公正のいず

れの視点からも考察できていない生徒が３名

（17.6％）だった。これは，効率と公正の視点その

ものが理解できていないため，学習に転用できな

かったと考えられる。効率と公正の視点をイメージ

しやすい身近な事例で指導することが必要である。 

 

５ 事前・事後のアンケートの分析 

事前・事後アンケートの結果を図７に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 事前・事後のアンケート結果 
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事前と事後を比較すると，図７中の①「社会科で

学習したことによって，新聞やニュースに関心をも

つようになった。」について，肯定的な意見が82.4％

から94.2％に伸びた。また，②の「社会科で学習し

たことが，他の教科や生活の中で役に立つと感じて

いる。」については，肯定的な意見が94.2％から100％

に伸びた。社会に見られる課題の解決に向けた学習

活動を通して，社会科の学習が実際の生活に役立つ

と肯定的に捉える生徒の割合が増えている。 

 

Ⅵ 前期研究のまとめ 

 

１ 前期研究の成果 

 課題解決的な学習において，社会との関わりを意

識した学習活動は，現代社会の見方・考え方を働か

せることで，「多面的・多角的に課題を考察する力」

「根拠を基に解決策を構想（選択・判断）する力」

の成長に有効であることが分かった。また，クロス

セッションは，他者の視点を踏まえて多面的・多角

的に考察する上で有効であることが分かった。 

 

２ 前期研究の課題 

 現代社会の見方・考え方について，対立と合意，

効率と公正を取り上げたが，今後は他の視点も用い

た単元を開発する必要がある。主体的に社会の形成

に参画する態度を育成するために，「多面的・多角

的に課題を考察する力」「根拠を基に解決策を構想

（選択・判断）する力」の成長に継続して取り組む

必要がある。また，クロスセッションは他者の視点

を取り入れるという面では一定の成果があったと考

えるが，収集した情報を伝えきれない生徒もいたの

で，ワークシートの工夫を図るなどの改善が必要で

ある。 

 

Ⅶ 後期研究授業について 

 

前期研究授業では，どのような立場で考察すれば

よいかについて指導者が提示した。後期研究授業で

は，前期で習得した対立と合意，効率と公正といっ

た現代社会の見方・考え方を働かせることで学習者

が自らさまざまな立場に気付くとともに，政治や文

化などの側面から事象を捉え，多面的・多角的に考

察することを目指した。さらに，現代社会の見方・

考え方の一つである「持続可能性」の視点から，社

会的事象を捉え直し，解決策を構想することを目指

した。なお，「持続可能性」について，「29年解説」

では，将来の世代のニーズを満たすようにしながら，

現在の世代のニーズを満たすような社会の形成を意

味していると説明されている。また，持続可能な社

会を形成するためには，世代間の公平，環境の保全，

経済の開発などを調和の下に進めていくことが必要

であると説明されている。 

 

１ 後期研究授業の内容 

○ 期 間 平成30年12月10日～平成30年12月18日 

○ 対 象 所属校第３学年（１学級18名） 

○ 単元名 地方自治と私たち 

○ 目 標  

前期で習得した対立と合意，効率と公正に加えて

本単元で習得する持続可能性といった現代社会の見

方・考え方を働かせ，地域の課題に対する解決策を

構想し，「多面的・多角的に考察する力」「根拠を

基に解決策を構想（選択・判断）する力」を身に付

けさせることで，主体的に社会の形成に参画する態

度の育成を図る。 

 

２ 後期研究授業の指導計画（全８時間） 
時 学 習 内 容 

１ 
課題把握【動機付け・方向付け】 

地方自治のしくみや理念について理解し，今後の学習の方向性を把握する。 

２ 

課題把握【動機付け・方向付け】 

地方財政の課題と今後の財政の在り方について理解し，三次市の財政上の課

題と三次市の行政の方向性を理解する。 

３ 

課題把握【動機付け・方向付け】 

みよし鵜飼伝承館の建設に賛成か反対かという学習課題を設定し，どのよう

な立場で，どのような資料を収集するかなどの課題解決の見通しをもつ。 

４ 

課題追究【情報収集】【クロスセッション】 

様々な立場からの資料を収集し，同じ立場で情報を収集した生徒と情報を交

換する。 

５ 

課題追究【情報収集】 

様々な立場で収集した情報について，異なる立場から情報を収集した生徒と

情報を交換し，解決策を構想する。 

６ 

課題追究【情報収集】 

みよし運動公園と広島広域公園建設の共通点から，それらが当時の人々や現

代の人々にも必要だったことに気付かせ，現代社会の見方・考え方の一つであ

る持続可能性について理解する。 

７ 

課題追究【考察・構想】 

現代社会の見方・考え方を働かせて，各グループの解決策を検証し，自分な

りの解決策を構想する。 

８ 
課題解決【まとめ】・新たな課題【振り返り】 

単元全体を振り返り，学習したことなどをまとめる。 

 

Ⅷ 後期研究授業の分析と考察 

 

１ クロスセッションの分析 

クロスセッションを行うためには，様々な立場か

らの考察が必要となる。そこで，現代社会の見方・

考え方を働かせて，どのような立場から情報収集を

行えばよいのかを考察した。まず，鵜飼伝承館の建

設に賛成か反対かについて，効率・公正の視点から

考察して判断をした。その判断した理由から対立し

ている意見などをまとめ，生徒は，「行政」「Ａ地

区（鵜飼伝承館の建設に反対）」「Ｂ地区（鵜飼伝
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承館の建設に賛成）」の三つの立場からの考察の必

要性に気付き，それぞれの立場から情報収集を行っ

た。前期の課題として，収集した情報を他の生徒に

伝えることができていないという課題が挙げられ

た。そこで，ワークシートの改善として，収集した

情報の共通点を記入する欄を設けた。例えば，「Ｂ

地区」について情報収集を行った場合，いわゆる「ハ

コモノ行政」の成功例を中心に情報収集を行った。

その後，「ハコモノ行政」の成功例の共通点や理由

を考えさせ，それをワークシートに記入させた。そ

れぞれの事例について，要点をまとめた伝達が可能

となり，必要な情報を伝えることができた。 

情報収集したあと情報交換を行い，みよし鵜飼伝

承館の建設に賛成か，反対かを判断させた。判断が

変わった生徒は６名（35.3％）であった。判断が変

化した生徒ｇ・ｈの記述の変容を表10に示す。 

 

表10 クロスセッション前後の生徒の判断とその理由 

 生徒ｇ 生徒ｈ 

ク
ロ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
前 

賛成する。 

三次の鵜飼文化をたくさんの人に

知ってもらいたい，三次をＰＲする

ことができるから。 

 

反対する。 

 子育て世帯などの定住を目指した

方が三次市の人口そのものが増える

からです。住みやすい所になると，

確実に人は増えると思います。 

ク
ロ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
後 

反対する。 

もし，成功しなかったときに残っ

た借金は市民の税金で負担されるこ

とになるので，もう一度建設する目

的やメリットを確認したほうがい

い。 

賛成する。 

三次市の魅力を生かしているか

ら。三次市全体で取り組めば，成功

するはずだし，リピーターも増やせ

ると思うから。 

 

生徒ｇは，クロスセッション前は「Ｂ地区」の視

点から考察し，鵜飼伝承館をきっかけとして観光客

の増加を目指している。しかし，クロスセッション

後は「Ａ地区」の立場から「ハコモノ行政」の失敗

の可能性を視野に入れ，鵜飼伝承館を建設すること

による財政上のリスクに気付き，建設に慎重な姿勢

を見せている。一方で生徒ｈは，クロスセッション

前は「Ａ地区」の立場から考察し，子育て支援の拡

充を図り，子育て世帯が定住することが三次市の活

性化につながると判断している。しかし，クロスセッ

ション後は，「Ｂ地区」の立場から地域全体が活性

化に成功した事例を理解し，三次市の現状や「行政」

がどのようなまちづくりを目指しているのかを加味

して考察し，判断をしている。 

また，クロスセッション前後で判断が変化しな

かった生徒11名（64.7％）の記述を分析すると，三

次の伝統の鵜飼を知ってもらいたい」「人が来なかっ

たらお金のムダ」などの単純な理由から，「鵜飼伝

承館の競合施設は少ないと思うし，地元の魅力を生

かせるから。また，観光施設が多いと回遊性が高ま

り三次市全体の活性化につながるから。」「観光ス

ポットをつくることには賛成だが，リピーターを期

待できるほどの魅力を感じなかったから。」など，

三次市の魅力を生かした観光業に重点を置きたい

「行政」の立場に理解を示しつつ，「Ａ地区」や「Ｂ

地区」の立場を踏まえて考察するようになっている。 

以上のことから，多角的に考察するためにクロス

セッションは有効であったと考える。 

 

２ 解決策を構想（選択・判断）することができた

か  

 多面的・多角的に考察した解決策を現代社会の見

方・考え方を働かせて検証し，その解決策を実行し

た場合に生じる課題を検討し，改善策を構想した。

現代社会の見方・考え方を働かせて考察する際の面

と角との関係を表11に示し，解決策の課題を踏まえ，

改善策を構想することができた生徒ｉの記述の変容

を表12に示す。 

 

表11 現代社会の見方・考え方を働かせて獲得する多角・多            

  面 

学習過程 現代社会の見方・考え方 多角 多面 

結論 効率 
Ａ地区 

行政 

経済 

政治 

改善策 

効率 Ａ地区 

行政 

Ｂ地区 

経済 

政治 

文化 持続可能性 

 

表12 生徒ｉの記述の変容 

結

論 

反対する。 

みよし鵜飼伝承館を建設して万が一失敗したときには市民の税金で負担し

なければならなくなる。財政の無駄がなくなる。 

課

題 
鵜飼という三次市の伝統芸能が受け継がれなくなる。 

改

善

策 

反対する。 

伝統芸能を残すことは必要だと思うけど，財政が困難な三次市が，今知名度

の低い鵜飼伝承館を建てるべきでない。夏には鵜飼の体験ができるので，わざ

わざ伝承館を建てなくても工夫して鵜飼の継承はできると思う。美術館や駅と

コラボして鵜飼の特設コーナーを作り，写真や動画を流して三次市全体で鵜飼

の知名度を上げる。 

 

生徒ｉは，最初は効率の視点から三次市の経済面

にのみ着目して判断をしていた。しかし，その結論

の課題として，他の班の班員から，持続可能性の視

点からの考察として「Ｂ地区」が期待する伝統芸能

の鵜飼が伝承されなくなることが挙げられた。そこ

で改善策では，「行政」の立場から三次市の財政状

況を考慮し，更に持続可能性の視点から考察して，

新たな施設を建設しなくても，既存の施設などとコ
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ラボレーションすることで「Ｂ地区」が期待する伝

統芸能の継承に努めようとしている。生徒ｉは，経

済面と文化面での持続可能性という視点から考察を

し，三次市の財政と伝統芸能の継承のどちらも重要

だと捉え，両立を目指している。なお，生徒ｉはこ

れらの政策により鵜飼の知名度が向上すれば，持続

可能性の視点から将来的には鵜飼伝承館の建設に賛

成であるとグループの話し合いで述べており，現代

社会の見方・考え方を獲得することで，より多面的・

多角的に考察することができた。現代社会の見方・

考え方を働かせて多面的・多角的に考察し，解決策

を構想することができたかを検証する判断基準を，

表13に示す。 

 

表13 現代社会の見方・考え方を働かせて多面的・多角的に

考察し，解決策を構想することができたかを検証する判

断基準 
段階 判断基準 

Ａ 
効率・公正及び持続可能性の視点から考察し，三つの側面と三つの立場

から考察して，根拠を挙げながら解決策を構想している。 

Ｂ 
効率・公正または持続可能性どちらかの視点で考察し，二つの側面と二

つの立場から考察して，根拠を挙げながら解決策を構想している。 

Ｃ 
効率・公正，持続可能性の視点から考察することはできていないが，解

決策を示している。 

Ｄ 
効率・公正，持続可能性の視点から考察することができず，解決策も示

していない。 

 
 

段階Ａの生徒は約65％，段階Ｂの生徒は30％,  

段階Ｃの生徒は５％，段階Ｄの生徒はいなかった。

90％以上の生徒が現代社会の見方・考え方を働かせ

て考察した結果，多面的・多角的に考察し，お互い

の立場を考慮した解決策を構想することができた。 

 

３ 持続可能性の学習前後の生徒の変容 

クロスセッション後，現代社会の見方・考え方の

一つである持続可能性について学習した。その後，

みよし鵜飼伝承館の建設について賛成か，反対かを

再度判断した。その結果を表14で示す。 

 

表14 持続可能性の学習前と学習後の生徒の判断の変化 

 

現代社会の見方・ 

考え方の学習後 
 

賛成 反対 計（名） 

現代社会の 

見方・考え方の学習前 

賛成 ５ ８ １３ 

反対 １ ３ ４ 

計（名） ６ １１ １７ 

 
 
 表14から，持続可能性の学習前では，みよし鵜飼

伝承館の建設に賛成と判断した生徒は13名（76.5％）

で，反対と判断した生徒は４名（23.5％）であった。

持続可能性の学習後に再度判断させると，みよし鵜

飼伝承館の建設に賛成と判断した生徒は６名

（35.3％）で，反対と判断した生徒は11名（64.7％）

であった。学習前にみよし鵜飼伝承館の建設に賛成

と判断した生徒のうち，反対に判断が変化した生徒

ｊの思考の変容を表15に示す。 

 

表15 生徒ｊの思考の変容 
持続可能性の学習前 

賛成する。 
全国的に見てもこのような施設は少ないので，見てみる価値はあると思うので，建

設してもよいと思う。 

持続可能性の学習後 

反対する。 
鵜飼は全国的にも珍しいし，後世に引き継いでいく伝統文化だと思う。そのために

鵜飼伝承館を建設して三次の財政が苦しくなったり，次の世代に迷惑をかけるように
なるんだったら，つくらない方がいいと思う。財政が破綻すると自分たちの生活もし
んどくなるし，そもそも鵜飼も守れなくなる。 

 

生徒ｊは，鵜飼に関連する施設が全国的に少ない

という経済面から考察して建設に賛成している。し

かし，持続可能性の学習後は，経済面と文化面から

考察して最終的な判断も変化している。まず，経済

面では現在の状況からのみ捉えて判断をしていた

が，持続可能性の学習後は，現在の世代の負担に加

え，次の世代の負担の可能性にまで考慮して考察す

るようになっている。更に鵜飼の伝統的価値を再認

識し，後世に引き継いでいく重要さに気付き，文化

面からも考察するようになっている。文化面からの

考察により伝統文化の継承の必要性を認識しつつ

も，経済面からの考察によって，将来的に市の財政

が破綻した場合には現在や次の世代の生活も守れな

くなり，伝統文化そのものも守れなくなるという経

済面・文化面からの長期的な考察を通して最終的な

判断も変化している。 

 

４ プレテスト及びポストテストについて 

プレテストとポストテストにおいて，現代社会の

見方・考え方（効率・公正及び持続可能性）を働か

せ，様々な立場から多面的・多角的に考察できたか

について，表16のような検証の判断基準を設定した。

また，プレテストとポストテストにおける現代社会

の見方・考え方の視点と内容例を表17のように整理

し，結果を表18に示す。 

 

表16 現代社会の見方・考え方を働かせて多面的・多角的に 

考察できたかを検証する判断基準 

段階 判断基準 

Ａ 
効率・公正及び持続可能性の視点から考察し，根拠を挙げながら判断し

ている。 

Ｂ 
効率・公正または持続可能性どちらかの視点で考察し，根拠を挙げなが

ら判断している。 

Ｃ 効率・公正，持続可能性の視点から考察することができていない。 



- 13 - 

表17 プレテストとポストテストにおける現代社会の見

方・考え方の視点と内容例 

 現代社会の見方・考え方の内容例 

効
率 

・観光客が増加していることから，町民の約70％が従事するサービス業に重点
を置けば，雇用の安定につながり，税収も増えて効率よく町を発展させるこ
とができる。 

公
正 

・条例が制定されると，多くの観光客のうち承認を受けた観光客しか島に立ち
入ることができず，公正ではない。 

持
続
可
能
性 

・観光客を制限すると，町民の約70％が従事するサービス業が成り立たなくな
り，町の経済に大きな影響を与え，将来的に町が成り立たなくなる。 

・観光客を制限せずに，独特な自然や島固有の小動物などを失ってしまうと，
観光関連産業も成立しなくなり，町の経済に大きな影響を与えることにな
る。 

・観光客を制限することで，北部の独特な自然，島固有の小動物や生態系を守
り，次の世代に豊かな自然を残すことができる。 

 
表18 プレテスト及びポストテストの結果 

  
ポストテスト 

計（名） 
Ａ Ｂ Ｃ 

プ
レ
テ
ス
ト 

Ａ ０ ０ ０ ０ 

Ｂ ８ ７ ０ １５ 

Ｃ ０ ２ ０ ２ 

計（名） ８ ９ ０ １７ 

 

プレテストでは，効率・公正及び持続可能性の視

点から考察し，根拠を示して判断した生徒はいな

かった。しかし，ポストテストでは効率・公正及び

持続可能性の視点から考察した生徒は８名（47.1％）

になった。プレテストでは効率・公正の視点から考

察し判断をしていたが，ポストテストでは持続可能

性の視点も加え，長期的なまちづくりに関する記述

や環境の保全に関する記述が見られた。また，プレ

テストでは効率・公正，持続可能性のいずれの視点

からも考察できない生徒は２名（11.8％）であった

が，ポストテストでは効率・公正または持続可能性

の視点で考察することができた。次にプレテストで

は効率・公正の視点から考察し判断したが，ポスト

テストでは効率・公正の視点に持続可能性の視点が

加わった生徒ｋ・ｌの記述の変容を表19に示す。 

 

表19 生徒ｋ・ｌの記述の変容 

 生徒ｋ 生徒ｌ 

プ
レ
テ
ス
ト 

反対する。 
せっかく増えた観光客が減り，生

産額が減ってしまうし，小さい子ど
もから大人まで金額が500円でいい
のか。 

反対する。 
１日に1,000人以上が集中するの

に，400人に限定したら観光客も困る
から。 

ポ
ス
ト
テ
ス
ト 

反対する。 
 生産額がせっかく増えたのに，承
認を受けた人だけの立ち入りにした
ら生産額が減ってしまう。生産額が
減少してサービス業に従事する町民
の収入が減ってしまうと町を出る人
もいるかもしれない。そうなると町
自体がなくなってしまうから。 

反対する。 
 500円が必要となってくると，観光
客数が限定されて2008年から2018年
にかけて観光関連産業を中心として
増加した生産額がまた減少してしま
うと町民の生活が苦しくなり，町民
の生活も島の自然なども守れなくな
ると思うから。 

効率・公正の視点    持続可能性の視点    

 

生徒ｋは，プレテストでは効率・公正のうち主に

効率の視点から考察し，現在の状況のみを捉えて判

断をしている。ポストテストでも効率・公正のうち

主に効率の視点から考察しているが，そこに持続可

能性の視点も加わることで，将来的な町民の生活の

変化や町の存続の可能性にまで触れて述べており，

将来的な効率の視点で考察して判断をしている。生

徒ｌは，プレテストでは効率・公正のうち主に公正

の視点から考察し，現在の状況のみを捉えて判断を

している。しかし，ポストテストでは主に効率の視

点から考察し，さらに持続可能性の視点を加えて考

察して判断している。これは将来にわたって町民の

生活と島の自然の両方を守るためには，公正の視点

からだけでは不十分だと考え，効率の視点に持続可

能性の視点を加え，将来的な効率の視点から考察し

て，観光関連産業を充実させることが将来の町民の

生活の安定につながり，将来の町民の生活が安定す

ることで豊かな自然を守ることができると判断した

と考える。生徒ｋ，ｌともにプレテストでは効率・

公正の視点で考察して判断しているが，その判断は

現時点のみを捉えた判断となっている。しかし，ポ

ストテストでは10年，20年先を見通した将来的な効

率と公正という視点で考察して判断するように変化

している。 

 

５ 事前・事後のアンケートの分析 

事前・事後アンケートの結果を図８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 事前・事後のアンケート結果 

 

事前と事後を比較すると，図８中の①「社会科で

学習したことが，他の教科や生活の中で役に立つと

感じている。」について，「そう思う」と答えた生

徒の割合が23.5％から41.2％に伸びており，肯定的

な意見も100％となった。また，②の「地域の課題の

解決に向け，自分が参加することで，地域の課題が

少しでも変えられるかもしれない。」については，

「そう思う」と答えた生徒の割合が23.5％から

58.8％に伸び，肯定的な意見も82.3％から94.1％に

①社会科で学習
したことが，
他の教科や生
活の中で役に
立つと感じて
いる。 

②地域の課題の   
 解決に向け自 
 分が参加する 
 ことで，地域  
 の課題が少し 
 でも変えられ
るかもしれな
い。 
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伸びた。事前アンケートでは「あまり思わない」と

答えた生徒のうち，事後アンケートでは「そう思う」

と答えた生徒ｍの思考の変容を表20に示す。 

 

表20 生徒ｍの思考の変容 
事前アンケート 

あまり思わない。 

地域の課題についてはわかっているけど，そこから，自分に何ができるのかわから

ないから。 

事後アンケート 

そう思う。 

自分と他の人の考え方は違う。他の人とは違う自分の考えを伝えるだけでも，もし

かしたら地域の力になれるかもしれないと思った。１人でも多くの人が参加すれば，

少しは力になれると思うから。 

 

生徒ｍは，地域の課題は把握しつつも，解決に向

けて自分に何ができるのか，具体的にどのように行

動すればよいのかという点から迷いが生じ，否定的

な回答になっている。しかし，事後アンケートでは，

自分と他者の意見の違いを自覚し，他者とは異なる

自分の考えが，もしかしたら地域の課題の解決の糸

口になるかもしれないと考え，自分の考えを他者に

伝えるだけでも地域の力になれると思い，地域の課

題の解決に向けての意欲が向上している。さらに，

異なる意見が多い方が地域の課題を解決する力にな

ると考えていることから，多面的・多角的に考察す

ることの重要性に気付いていると考えられる。この

ように，より多くの住民の参加を求め，様々な立場

を踏まえて考察し，社会に見られる課題の解決を目

指そうとする姿は，主体的に社会の形成に参画する

態度につながると考える。 

 

Ⅸ 年間の研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

これまでの自分の授業では，対話の際に特定の生

徒に発言が集中する，意見交流が行われても考察が

焦点化されにくい等の課題があった。本研究で行っ

た見方・考え方を働かせる学習活動では，生徒はこ

れまで気付いていなかった社会的事象がもつ様々な

側面や立場に自ら気付き，課題の解決に向けて考察

できるようになった。また，考察の過程でクロスセッ

ションを取り入れたことで，同じ立場でも自分とは

異なる考え方が存在することに気付き，より多くの

考え方を踏まえた上で最終的な解決策を判断するこ

とができた。見方・考え方を働かせる学習活動は，

「多面的・多角的に考察する力」「根拠を基に解決

策を構想（選択・判断）する力」の育成に有効であっ

た。 

本研究で現代社会の見方・考え方を働かせて「多

面的・多角的に考察する力」と「根拠を基に解決策

を構想（選択・判断）する力」が成長したと考えら

れることから，主体的に社会の形成に参画する態度

も育成できたと考える。 

 

２ 研究の課題 

現代社会の見方・考え方のうち，対立と合意，効

率と公正，持続可能性を中心に取り扱ったが，今後

はその他の見方・考え方を用いた単元開発に引き続

き取り組む必要がある。また，現代社会の見方・考

え方を十分に働かせることができない生徒もおり，

現代社会の見方・考え方を働かせる学習場面を継続

的に仕組み，社会に見られる課題の解決に向けて解

決策を構想（選択・判断）する際の視点や方法とし

て定着させる必要がある。 
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